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名　称 一般社団法人クリーンライフ協会

所在地 〒160-0011　東京都新宿区若葉 1-5　全国クリーニング会館内

  TEL 050-3774-8452　FAX 03-5362-7207
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設　立 令和２年（2020年）７月 15日

会　員 クリーニング業界団体、クリーニング機械・資材団体、クリーニング企業、

 クリーニング関連企業等

組織概要

※詳細は別紙をご参照下さい。



　いま、クリーニング業界は様々な困難に直面しています。
　地球規模で叫ばれる環境保全対策、脱プラスチックをはじめとする SDGs 活動、働き方改革推進
に必要な労働環境・雇用環境の改善、新型コロナウイルスで顕在化した公衆衛生向上に対する要請
への対応、さらには高齢化社会への業としての貢献など。いま、クリーニング業界が社会から対外
的に求められている課題は枚挙に暇がなく、かつ次から次へと降りかかってきています。
　一方、クリーニング業界内に目を向けても、深刻な需要減少（消費者のクリーニング離れ）、慢性
的な人材不足、IT化をはじめとする新たなサービス形態への立ち遅れなどの課題が山積しています。
　こうした課題の多くは、個々の経営努力だけで対応・改善できないものも多く、むしろクリーニ
ング業界の関係者が一枚岩となって取り組まなくてはならないものです。
　クリーンライフ協会は、昭和 59 年に設立され既に 35 年を超える歴史ある組織ですが、任意団体
であったことを含め、これまでの活動は主に消費者啓発、社会貢献（みのりの箱募金活動等）に限
定されていました。
　この度の（非営利型）一般社団法人への改組は、まさにこうした課題により迅速かつ確実に対応
するためのもので、①社団法人化による社会的信頼の向上、②関係省庁への直接的なアプローチ、③業
界内コンセンサスの強化、などの効果が期待できます。
　本協会を通じて、クリーニング業界の情報の迅速な共有化、意見集約、必要な活動展開を進めて
いく所存です。本趣旨にご賛同いただき、ご入会いただきますよう、よろしくお願い申し上げます。

設立趣意書

目的：クリーニング事業者の経営環境改善や人材確保・育成支援、消費者啓発活動を通じてクリーニ
ング業の振興を図り、公共の福祉や公衆衛生の向上、国民の安全及び利益の擁護に貢献いたします

⑴ 公衆衛生の向上及び増進
　 衛生措置の向上、非衛生形態に対する対応、新型感染症への対応等

⑵ 利用者利益の擁護
　 クリーニング事故賠償基準・モデルクリーニング約款等の普及啓発等
 
⑶ 地域社会の安全安心対策の推進並びに貢献
　 近隣への安全対策、防犯活動への貢献、高齢者支援対策の推進、防災対策への貢献等

⑷ 雇用安定化・人材育成
　 人材育成啓発セミナー、 資格制度、外国人技能実習制度への貢献等

⑸ 労働環境整備並びに雇用環境改善
　 雇用環境改善検討委員会、労働安全対策の推進、
　 ５S運動の展開、各種労働法規の遵守指導、
　 雇用条件の強化等

⑹ 環境保全対策並びに省資源化対策の推進
　 日本クリーニング環境保全センター（環境保全対策部会）の設置

⑺ クリーニング事故防止対策の推進と関連情報の受・発信
　 事故防止対策部会の設置（日本繊維製品・クリーニング協議会との連携）

⑻各種調査・研究等

⑼ 各種公的事務等の受託事業
　 外国人技能実習評価試験実施機関

⑽ 「クリーンライフ（衛生 )思想」の普及
　 クリーンライフ推進活動（みのりの箱募金活動等 )

⑾ クリーニングに関する消費者啓発
　 需要拡大検討委員会、消費者キャンペーン等

・専門部会　日本クリーニング環境保全センター（環境保全対策部会）の運営

・一般社団法人クリーンライフ協会ホームページ（URL：https://clnw.jp/）の運営

事業の紹介

組織図

※今後、組織機能の拡充などによって、部会などが変動（増減）する場合がございます

セミナーの開催

クリーンライフみのりの箱基金


